
   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月１３日 

保健だより 第２号 

西中保健室 岩見 
ほっこり 

 

 

 

 

 

『百日咳』全国で感染者増加 感染予防を 

 最近「百日咳」という感染症をよくニュー

スで耳にします。全国的に百日咳の感染者が

増えています。この百日咳は、私たちが小さ

いときに予防接種を打っている感染症です

が、とても感染力が強く、赤ちゃんが感染す

ると危険だと言われている感染症です。 

私たちは今まで新型コロナウ

イルス感染症やインフルエンザ

で、たくさん感染予防を行って

きました。感染症のウイルスや

菌が違っても、私たちにできる

感染予防行動は同じです。 

どの時期でもウイルスや菌は

私たちの身近にあります。 

自分や周りの人を大切にする

生活習慣を大切にしましょう。 

よく寝る  ひんぱんに手を洗う 

よく食べる  運動をする  

目口鼻を触らない かぜ気味なら休む 

 

 

相
あい

私心体
わここから

 
相手、私の心と体を大切に 



 

 

5月  ２１日（水） 尿検査一次① 

２２日（木） 尿検査一次② 

２３日（金） 内科健診（2年生） 

３０日（金） 内科健診（1年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月保健行事 

※内科健診では体操服が必要です 

理由があって今回尿検査の提出がで

きない場合は、６月１７日に提出をお

願いします。 

言葉は宝 

 

一つの言葉でケンカして 

一つの言葉で仲なおり 

一つの言葉に感謝して 

一つの言葉に泣かされる 

一つの言葉は力をあらわし 

一つの言葉は心をあらわす 

 

自分を苦しめない言葉 

他人を傷つけない言葉 

 

 新しい学年がはじまって１か月が経ちまし
た。長い休みを挟んでまたはじまった学校生
活、疲れが溜まってきているころだと思いま
す。毎日の学校生活、本当にお疲れ様！ 
でも、最近、疲れが溜まっているからでしょ

うか、保健室や廊下で乱れた言葉を耳にするこ
とが増えました。こちらも疲れているからでし
ょうか、その言葉を聞くと、いつも以上に悲し
い気持ちになるのです。 
 
 わたし自身、言葉をきれいに使ってきたかと
聞かれれば、そうではなかったと思います。特
に中学生のころは、乱れた言葉やえらそうな言
葉を、かっこいいと思い込んで使っていまし
た。大人になってからも、親しくなった人に
は、思ったことを思ったように口にしていまし
た。だけど数年前、家族に以下のように言われ
てから、自分の発する言葉を意識するようにな
りました。 
「親しいからって言葉を選ばずに、なんでもか
んでも言っていいわけじゃない。」 
 
私たち人間は、ほかの動物と違って『言葉』

という手段でコミュニケーションをとることが
できます。自分の思いを伝え、また言葉を通し
て相手のことを理解することができます。それ
はまさに人間に与えられた『宝』です。 
この『宝』をどう使うかは私たち次第です。 
自分や周りの人を大切にする言葉を、お互い使
っていきたいですね。 
 

保護者のみなさまへ 

 

たくさんの保健書類のご記入、誠にありがとうございます。本年度より、保健調査の
一部を試験的にすぐーるにて、配信・回収を行っております。８日に歯科・耳鼻咽喉科
の保健調査をすぐーるにて配信させていただきました。お忙しい中ですが、ご確認・ご
回答をどうぞよろしくお願いいたします。 


